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東京農業大学総合研究所研究会

特別講演 

「子どもを台所に立たせよう」
講師 子どもが作る“弁当の日”提唱者 竹下 和男 

【子どもが作る”弁当の日”って？】
２００１年、香川県の滝宮小学校５、６年生が始めました。 

大切なルールは「親は手伝わないで」。 

献立作り、買い出し、調理、弁当詰め、片づけまで、全部、やるのは子ども自身。

こっそり親に手伝ってもらう子がいても、それでいい。 

全部自分で作った友だちの弁当を見るうちに、 

きっとその子も「次は自分で作ってみよう」と密かに決心するはずだから…。

講師プロフィール 
学歴 香川大学教育学部 

職歴 香川県内の小学校 9年・香川県内の中学校 10 年・香川県教育委員会 9 年・ 

平成 12 年度～綾川町立滝宮小学校 校長・平成 15 年度～高松市立国分寺中学 

校 校長・平成 20 年度から綾川町立綾上中学校 校長・平成

22 年度からフリーで 

執筆・講演活動 

著書 多数 

『お弁当を作ったら』（共同通信社）2014 年 

絵本『“弁当の日”がやってきた』（河出書房新社・原作）2015

年 

『食育最前線２ 進化する“弁当の日”』（自費出版）2015 年 

報道等 多数 

『第 8 回キッズデザイン』2014 年 8 月 消費者担当大臣賞 

ミラノ万博 2015 日本館で”弁当の日”展示 

“弁当の日”実践校は 2017 年度末 47 都道府県約 1800 校。  

平成29年 7月 13日（木）16:20～17:50
※ 16:00 まで総合研究所研究会 総会を開催しています。 

東京農業大学 世田谷キャンパス 農大アカデミアセンターB1F 横井講堂
厚木キャンパス、オホーツクキャンパスにも配信します。

お問い合わせは、総合研究所研究会 

（03-5477-2565／kenkyuka@nodai.ac.jp）まで。

会場


